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(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 周 波 数 シ フ ト 及 び 時 間 シ フ ト を 推 定 す る 推 定 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 推 定 装 置 は 、

　 　 Ｔ Ｄ 受 信 信 号 を 用 い て 前 記 周 波 数 シ フ ト の 推 定 値 を 得 る Ｔ Ｄ 推 定 部 と 、

　 　 Ｆ Ｄ 受 信 信 号 を 用 い て 前 記 時 間 シ フ ト の 推 定 値 を 得 る Ｆ Ｄ 推 定 部 を 備 え 、

　 前 記 Ｔ Ｄ 推 定 部 は 、 前 記 Ｆ Ｄ 推 定 部 が 推 定 し た 前 記 時 間 シ フ ト の 推 定 値 を 用 い て Ｔ Ｄ 受

信 信 号 と 複 数 の Ｔ Ｄ 推 定 信 号 と の 相 関 を 計 算 し て 前 記 周 波 数 シ フ ト の 推 定 値 を 得 、

　 前 記 Ｆ Ｄ 推 定 部 は 、 前 記 Ｔ Ｄ 推 定 部 が 推 定 し た 前 記 周 波 数 シ フ ト の 推 定 値 を 用 い て Ｆ Ｄ

受 信 信 号 と 複 数 の Ｆ Ｄ 推 定 信 号 と の 相 関 を 計 算 し て 前 記 時 間 シ フ ト の 推 定 値 を 得 、

　 前 記 Ｆ Ｄ 推 定 部 及 び 前 記 Ｔ Ｄ 推 定 部 は 、 以 前 に 推 定 さ れ た 前 記 時 間 シ フ ト 及 び ／ 又 は 前

記 周 波 数 シ フ ト の 推 定 値 に 応 じ て 可 変 と す る m odula ted delayを 用 い て 前 記 相 関 を 計 算 す

る 、 推 定 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 Ｔ Ｄ 推 定 部 が 用 い る m odula ted delayは 、 前 記 Ｆ Ｄ 推 定 部 が 用 い る m odula ted delay

と 双 対 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 推 定 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 Ｔ Ｄ 推 定 部 が 用 い る m odula ted delayは 、 D F T m odula ted delayで あ り 、 以 前 に 推 定

さ れ た 前 記 周 波 数 シ フ ト の 推 定 値 に 応 じ て 可 変 で あ り 、

　 前 記 Ｆ Ｄ 推 定 部 が 用 い る m odula ted delayは 、 I D F T m odula ted delayで あ り 、 以 前 に 推
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